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は̂

氏
の
命
題
は
全
然
無
意_
R

S

S

ざ
る 

を
得
や
0

然
れ
と
も
今*

し
之
れ
を
解
し
て
、
勞
働
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生
產
に
不
可
欠
條
件
尨
る
が
故
狀
賃
銀
あ
$
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'資
本
.は 

勞
働̂

't
t

助
す
る
爲
R

利
潤
あ
り̂

論
ず
る
時
は
、
此 

爾
濟
对
富
の
劍
姐
に
典
ぅ
て
カ
办
るも

の
S

見
る
を 

得
？
然
る
にS：

氏は地代のみは特異なの考を
 

抱
き
”

土
地
生
産
力
：の
比
較
よ
ぅ
良
然
的
化
發
生
す
る

所
得
な
ぅ
で
爲
す
も
の
な
る
可
しo
.是
れ
彼
が
V
:地
代 

は
交
換
價
値
を
增
大
し
、
富
の
表
激
な
れ
ど
も
富
其
物 

の
創
造
に
#

^
ミ
す
る
所
以
な
-
e
Ni;
,
o
.

最
後
に
佘
の
秘
見
を
以
て
す
れ
ば
"
地
代
は
土
地
貸
傲 

の
結
果
生
ず
る
契
約
所
得
に
し
て
ゝ
企
業
家
よ
り
之
を 

觀
察
す
る
時
は
資
本
の
貸
借
に
！S
6
で
、
利
子
を
支
拂 

ふ
ミ
何
等
異
な
る
所
な
し
。
即
ち、
' 豫
め
生
產
費
中
口 

訃
上
■せ

ら

る

、

處

の

j

項
目
に
し
て
，
價
袼
耩
成
の
一 

翦
素
た
る
な
^
V
O叫
力A

ド
は
地
代
の
高
低
を
決
す
る 

原
因
を】

に
自
然
行
程
に
歸
し
，
社
會
階
級
間
の
利
害 

銜
突
は
"
階

級

其

物

の

求

め

れ

る

衝

突

に

非

し

て

"

自 

然
の
大
勢
の
結
果
な
ゲS
見
解
を
採
る
も
の
な5

0
即 

ち
"
彼
は
分
配
の
行
程
は
社
會
的
行
程
な
る
事
を
看
過 

し
"

土
地
貸
借
^
當
當
事
潜
間
の
社
會
的
勢
力
關 

係
，の
影
«

を
蒙
る
こ
^
、
甚
大
な
る
に
想
到
せ
ざ
る
も 

の
た
6
0
.己
に
述
ね
る
が
如
く
’
パ
氏
の
採
り
れ
る
此 

自
然
襬
的
思
想
は
獨&
地
代
論
：に
止
ま&
免
0

彼
の
分 

配
論
佥
部
竺
日1

て
著
し
く
現
は
れ
、
所
得
の
決
定
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|
に
自
然
的
原
因
に_
し
，
砒
會
的
勢
力
關
係
の
重
大 

な
る
作
用
を
沒
却
し
た
る
も
の$

云
は
ざ
る
可
か
&1 

ず
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